
ごみゼロ
中期経営計画「K27」の基本方針のひとつ「持続可能な社会に欠かせない企業になる」に向けて、2040年までにプラスチック
使用量の削減とプラスチック再資源化による「ごみゼロ」を実現し、資源循環型社会の構築を目指しています。

リスク​

● �プラスチック包装容器や
事業場廃棄物に関する 
規制強化または再生プラ
スチック価格高騰による
コスト増加​

● �包装容器リサイクルや 
廃棄物抑制に関する 
技術開発の停滞による 
競争力低下​

● �プラスチックや廃棄物へ
の対応が不十分な場合に
おける、レピュテーション
や企業価値の低下

財務インパクト

● �プラスチック規制対応 
負担の軽減  

● �拠点における廃棄物の 
リサイクルによる廃棄物
処理費用の削減

戦略

全
体

① �2040年ごみゼロ／
2050年ごみネガティブ
の実現

包
装
容
器

② �包装容器の4Rと 
ライフサイクル全体を
見据えたうえでの 
設計による廃棄物 
削減・資源循環

拠
点

③ �拠点における 
廃棄物削減の推進

製
品

 ④ �製品廃棄物削減の 
推進

外
部
協
働

⑤ �ステークホルダー 
啓発・外部協働による
循環型社会への貢献

取り組み

再生プラスチックの使用拡大 ①②

ポジティブリサイクルした製品の拡売 ①

プラスチック使用量の削減 ①②

社会とともに回収し社会が使用した 
プラスチック量の増大 ①⑤

リデュースイノベーション・リサイクル
イノベーションの推進（技術開発）②

廃棄物等発生量の削減 ③

発生した廃棄物のリサイクルの推進 ③

返品率改善に向けた取り組み ④

製品を通した啓発（未来にecoペコ 
ボトルなどつめかえ容器の普及）⑤

花王エコラボミュージアムにおける 
啓発活動 ⑤

リサイクリエーション活動 ⑤

水平リサイクルに向けた資源循環型 
モデルへのトライアル ⑤

海洋プラスチックの再資源化 ⑤

行政やNGO主催のプラスチック問題に
関わる外部団体への参加 ⑤

指標 目標 実績（2025年）

包装容器への化石由来の 
プラスチック使用量 ①②

2030年
ピークアウト

させる
76千t

革新的な容器の年間普及量 
（花王＋社外）①②

2030年
3億個 1.1億個

花王が関与したプラスチック 
再資源化率 ①②

2030年
50% 22%

PET容器への再生プラスチックの
使用率（日本）①②

100%
2025年 91%

花王の拠点※から排出された 
廃棄物量に占めるリサイクルされ
ない廃棄物量の比率 ③
※ 生産拠点から開始

2030年
ゼロ

（1%未満）
2.5%

製品廃棄物・販促物廃棄物の
削減率 ④

2030年
95% 59% ● �リサイクル促進による 

資源の効率的利用と 
循環型社会の実現  

● �地域社会における 
リサイクル業務創出による
雇用機会の増加  

● �海洋プラスチックなど 
廃棄物による生態系への
流出低減

リスク

機会

● �プラスチック使用量や 
廃棄物発生量の削減による
コスト削減​

● �省プラスチック製品や再生
プラスチックを使用した 
製品の提供による競争力
向上と売上拡大

● �資源の市中回収やリサイク
ル可能な設計など再資源化
の取り組みが生活者に認知
されることによる売上拡大

● �プラスチック削減や 
リサイクル技術を活用した
ライセンスビジネスによる
収益増加​

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

GRI 306-1, 306-2
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戦略
「ごみゼロ」のリスク低減と機会創出に向け、花王の事業特性と技術基盤を踏まえた戦略を推

進し、事業成長と社会課題解決の両立を目指しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �資源循環型社会への移行
● �プラスチックの自然界への放出による海洋ごみ問題

機会
● �プラスチック使用量や廃棄物発生量の削減によるコスト削減​
● �省プラスチック製品や再生プラスチックを使用した製品の提供による競争力向上と 

売上拡大​
● �資源の市中回収やリサイクル可能な設計など再資源化の取り組みが生活者に認知され

ることによる売上拡大​
● �プラスチック削減やリサイクル技術を活用したライセンスビジネスによる収益増加​

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王は以下の戦略を策定しています。
特にプラスチック包装容器の削減を重要な取り組みとし、これらの戦略は、中期経営計画

「K27」の「グローバル・シャープトップ」事業の構築や「パートナーとの共創による事業構築」
に大きな影響を及ぼします。革新的な技術開発とステークホルダーとの協働を通じ、資源循環
型社会の構築につなげていきます。

① 2040年ごみゼロ／2050年ごみネガティブの実現
花王のプラスチック包装容器使用量と、花王がプラスチック再資源化に関与した量が等しくな

る「ごみゼロ」を2040年までに、プラスチック包装容器の使用量を再資源化量が上回る「ごみ
ネガティブ」を2050年までに達成する。マトリックス研究体制と包装技術研究所による技術醸
成、ステークホルダーとの協働を通じて、ごみゼロの実現を目指す。

​② �包装容器の4Rとライフサイクル全体を見据えたうえでの設計による廃棄物削減・
資源循環

製品設計・開発段階から廃棄物削減に取り組み、資源循環型システムの構築を推進する。包
装容器の分野では、より環境負荷の少ない製品開発を目指し、リデュース（減らす）、リプレイス

（置き換える）、リユース（再利用する）、リサイクル（再資源化する）の4Rの視点から技術開発
を進める。

関連する取り組み: P166  廃棄PET素材を活用したアスファルト改質剤の展開
リスク​
● ��プラスチック包装容器や事業場廃棄物に関する規制強化または再生プラスチック価格

高騰によるコスト増加​
● ���包装容器リサイクルや廃棄物抑制に関する技術開発の停滞による競争力低下​
● ��プラスチックや廃棄物への対応が不十分な場合における、レピュテーションや 

企業価値の低下
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「リデュース」では、容器設計の工夫により、使いやすさと耐久性を維持しながら、ボトルの肉
厚を薄くするなど徹底した軽量化を行い、プラスチック使用量の削減を推進する。

｢リプレイス｣ では、技術課題をクリアしながら、石油由来のプラスチックから、より低炭素で
再生可能な植物由来など、持続可能な原料への転換を図る。

「リユース」では、ボトルやポンプなどの本品容器を繰り返してお使いいただけるよう、つめか
え・つけかえ用製品の開発を積極的に実行する。

「リサイクル」では、プラスチック包装容器に再生プラスチックを積極的に導入する。花王では
多種多様な素材で構成された多層構造のつめかえパックのリサイクル技術を開発し、プラスチッ
ク包装容器資源循環型社会の実現に取り組む。

③ 拠点における廃棄物削減の推進
長年取り組んできたTCR活動※を基盤に、拠点ごとの廃棄物削減をさらに強化する。

※TCR活動：花王が全社的に実施する業務改善・改革活動（TCR：Total Cost Reduction）。

​

④ 製品廃棄物削減の推進
需要予測の精度向上の取り組みを強化し、返品を削減する。さらに自社プラットフォーム「My 

Kao」を活用した販売手法で、廃棄物の削減を推進する。

​
⑤ ステークホルダー啓発・外部協働による循環型社会への貢献

製品を通じた情報発信や啓発活動を展開し、生活者の意識やステークホルダーの行動変化を
促すことで、資源循環型社会の実現を目指す。また、生活者をはじめ、自治体、リサイクラー（再
資源化事業者）、競合企業を巻き込んだ「リサイクリエーション活動」を推進し、多様なステーク
ホルダーとの協働を通じて社会全体での変革を目指す。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

戦略のレジリエンス
花王は、廃棄物削減や資源循環型社会の構築を目指した施策を包括的に展開しています。製

品ライフサイクル全体を見据えた廃棄物削減に加え、「ごみゼロ」「ごみネガティブ」の実現といっ
た革新的な目標設定や、拠点や製品廃棄物への具体的な対応を通じて、規制強化や市場変化に
も柔軟に対応可能な体制を構築しています。加えて、啓発活動や外部との協働を通じて社会全
体の変革を牽引しながら、持続可能な成長を実現する基盤を確保しています。

関連する取り組み: P169  “いっしょにeco”を基盤としたステークホルダーとの協働

財務インパクト​
● ��プラスチック規制対応負担の軽減​
● ��拠点における廃棄物のリサイクルによる廃棄物処理費用の削減​

​環境・社会インパクト​
● ��リサイクル促進による資源の効率的利用と循環型社会の実現​
● ��地域社会におけるリサイクル業務創出による雇用機会の増加​
● ��海洋プラスチックなど廃棄物による生態系への負の影響の低減

関連する取り組み: P168  拠点における取り組み

関連する取り組み: P167  包装容器リサイクルの取り組み、 P168  拠点における取り組み

関連する取り組み: P168  拠点における取り組み

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗

状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進してい
ます。
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PET容器への再生プラスチック活用
PET容器への再生プラスチックの使用率（日本）は、2025年目標100%に対し、「アタック」

「キュキュット」「ビオレ」「エッセンシャル」などのブランドで取り組みを推進した結果、2025年
実績は91％となりました。再生プラスチックの活用は進展したものの、お客さまに安心して使用
いただくための製品の品質確保や、容器製造における設備制約の観点から、現時点では採用を
見送っている製品があることが課題となっています。今後は、花王が関与したプラスチック再資
源化率50％の目標達成に向けた取り組みとも連動しながら、ステークホルダーと協働し、再生
プラスチックの活用拡大をさらに推進していきます。

花王が関与したプラスチック再資源化率※の算定範囲見直し
循環型社会の実現に向け、花王はこれまでも、自社にとどまらず社会やステークホルダーと協

働しながら、資源循環の推進に取り組んできました。近年では、資源循環に対する社会的要請
の高まりや、拡大生産者責任（EPR）を含む国際的な議論の進展など、資源循環を取り巻く環境
も変化しており、水平リサイクルのみならず社会全体でのカスケード利用の重要性も高まってい
ます。こうした中、花王では従来からの資源循環の取り組みや考え方を指標へ反映させる観点
から、継続的に再資源化率の算定方法について検討を進めてきました。その結果、今回、花王が
関与したプラスチック再資源化率の算定範囲を見直しました。これまで再資源化率は、主にプラ

スチック包装容器への再生材活用を中心に算定してきましたが、花王が推進するバリューチェー
ン全体での資源循環への貢献をより適切に評価するため、ポジティブリサイクルとして製品用途
への再生プラスチック活用量、およびEPRに基づく社会での循環利用量を再資源化量の算定対
象に含めました。なお、EPRについては、日本国内で容器包装リサイクル法に基づいてマテリア
ルリサイクルされた量を対象としています。2025年の再資源化率実績は、本見直しにより22％
となりました（見直し前の従来算定では8％）。本算定におけるEPR由来のリサイクル量は、日本
の容器包装リサイクル法に基づくマテリアルリサイクル実績（公益財団法人日本容器包装リサイ
クル協会ホームページに掲載の情報）をもとに按分した推計値であり、個別のトレーサビリティ
に基づくものではありませんが、制度を通じた資源循環への関与を評価したものです。今後も、
実効性のある資源循環への貢献をより適切に反映できるよう、国際的な議論や社会動向も踏ま
えながら、算定範囲や目標水準を継続的に検討・見直していきます。
※ �本指標は、社会全体でのプラスチック資源の循環性を重視し、一般的に区別される回収・リサイクルと再生材使用の双方の側面を含め

て評価する独自の指標として位置づけています。

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①② 包装容器への化石由来の 
プラスチック使用量

91
千t

88
千t

79
千t

77
千t※1

76
千t

ピークアウ
トさせる 2030

①② 革新的な容器の年間普及量
（花王＋社外）

0.11
億個

0.13
億個

0.46
億個

1.0
億個

1.1
億個 3億個 2030

①② 花王が関与したプラスチッ
ク再資源化率

15%※2

(1%)※3
16%※2

(3%)※3
19%※2

(6%)※3
22%※2

(8%)※3 22%※2 50% 2030

①② PET容器への再生プラスチッ
クの使用率（日本） 19% 69% 81% 90% 91% 100% 2025

③
花王の拠点※4から排出され
た廃棄物量に占めるリサイク
ルされない廃棄物量の比率

9.1% 4.2% 4.3% 4.6% 2.5% ゼロ
（1%未満） 2030

④ 製品廃棄物・販促物廃棄物
の削減率（基準年：2020年） 14% 20% 43% 35% 59% 95% 2030

※1 実績値を修正（データ精査により、重複などを除外し再計算）	　※2 算定範囲を見直し再計算（詳細は下記参照）
※3 算定範囲を見直す前の値　※4 生産拠点から開始

 目標と進捗

 指標と実績

戦略 指標
実績

2023年 2024年 2025年
①② 包装容器へのプラスチック使用量※5​ 85千t 84千t※6 83千t

①② 再生プラスチック使用量​ 5.2千t 6.4千t 6.7千t

③ 拠点の廃棄物等発生量※7 196千t※8 196千t※8 192千t 

③ 廃棄物などのうち再利用・リサイクルされた量※7 176千t 178千t 175千t 

③ リサイクル率 90%※8 91%※8 91%

ー 食品廃棄物発生量※9 714t 1,642t※11 ー※12

ー 食品廃棄物の有効利用量※9 ※10 1t 4t※11 ー※12

ー 食品廃棄物の自社内処理※9 712t 1,638t※11 ー※12

※5 化石由来プラスチック、再生プラスチックおよび植物由来プラスチックの総量
※6 実績値を修正（データ精査により、重複などを除外し再計算）
※7 集計対象拠点：花王グループ全生産拠点、日本国内の非生産拠点および海外の一部の非生産拠点が対象
※8 �実績値を修正（算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社の廃棄物等発生量実績（約2千トン／年）を反映し、

過年度データを修正しています。本修正による影響はリサイクル率の約1％であり、全体傾向に大きな変更はありません。）
※9 集計対象範囲：花王の食品事業
※10 �外部委託処理：外部委託処理にあたっては、食品のメタン発酵・堆肥化のほかに外装部（缶やカートンなど）のリサイクル量を含めてい

ます。
※11 ヘルシア事業の譲渡（2024年8月1日）に伴い滞留品などの処分量が大幅に増加しました。
※12 �ヘルシア事業の譲渡（2024年8月1日）に伴い当該事業における食品廃棄物の発生はありませんでした。このため、当該項目の報告は

以降省略します。

算定式はこちら： P317  Kirei Lifestyle Plan 中長期目標 解説＞ごみゼロ
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＜ごみゼロ管理プロセス　プラスチック包装容器＞​
P（計画策定）

翌年活動設計（11、12月）、目標承認（2月）

D（活動実施）
改善・推進活動（2月～）​

C（活動結果評価）
ステアリングコミッティにて活動結果報告（4月）

A（是正）
振り返り・改善点抽出（10月）

＜ごみゼロ管理プロセス　拠点＞​
P（計画策定）

翌年活動設計（11、12月）、目標承認（2月）

D（活動実施）
改善・推進活動（2月～）

C（活動結果評価）
サステナビリティレポートにて活動結果報告（6月）

A（是正）
振り返り・改善点抽出（10月）

 管理プロセス
「ごみゼロ」のリスク・機会に対する取り組み状況については、包装容器の削減に向けた取り

組みを中心に下記のとおり計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着
実な改善を図っています。

 方針​
花王では「ごみゼロ」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインとして次の方針

を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

リスク・機会管理

・�環境・安全の基本理念と基本方針
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environment-safety-policy/

・� 花王レスポンシブル・ケア方針
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/responsible-care-policy/

・� 花王 環境宣言
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environmental-statement/

・� 花王 サステナブル商品開発方針
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/product-development-policy/

・� 私たちのプラスチック包装容器宣言
https://www.kao.com/jp/sustainability/planet/zero-waste/eco-friendly-products-plastic-packaging/

ガバナンス
取締役会の監督のもと、「ごみゼロ」に関するリスク管理は内部統制委員会およびESGコミッ

ティ、機会管理はESGコミッティで行っています。これら委員会の委員長はともに代表取締役社
長執行役員が務めています。

さらに、執行役員を責任者とするプラスチック包装容器ステアリングコミッティにおいて、プラ
スチック包装容器の環境配慮設計指針や2030年目標の進捗状況などについて議論を行い、確
実かつ迅速な実行を推進しています。

Kirei Lifestyle Planを推進するための必須知識が学べる社員向けeラーニングプログラムを
日英で作成しており、国内外の従業員向けに「ごみゼロ」をテーマにしたコンテンツを日英でグ
ローバルに配信しています。

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

レスポンシブル・ケア活動
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/our_foudations2025-02.pdf
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2040年「ごみゼロ」実現に向けて、社会に排出されたプラスチック廃棄物を、
花王の製品・サービスとして再資源化する取り組みを進めています。廃棄される
PET素材を価値ある資源に変換し、アスファルト改質剤「ニュートラック」シリーズ
として展開しています。独自技術により廃棄されるPET素材を改質剤に変換する
ことで、添加したアスファルト舗装の耐久性を最大5倍に高めることが可能です。

日本の道路の9割以上を占めるアスファルト舗装は、交通量の多い場所では「わ
だち掘れ」（タイヤの通る部分だけがくぼんでしまう現象）が発生しやすく、張替
工事に伴うCO2 排出や交通渋滞といった課題が生じています。しかし、アスファ
ルト舗装が高耐久化することで、路面の損傷が低減され、補修工事に伴うCO2の
発生を抑制することが可能です。これまでに、工場内敷地、駐車場、公道におい
て50万m2 以上の実績を上げています。

また、磐田市との連携によるPETボトルのリサイクルを用いた本剤の製造や、
小学校の中庭舗装を通じた環境教育など、地域社会への貢献につなげています。
2023年には、宮城県で使用済みPET漁網を用いた県道施工や、和歌山市で海洋
プラごみを用いたバスロータリーの舗装など、地域と連携した取り組みを実施し
ました。さらに2025年には、「ニュートラック 5500FN」が、大阪・関西万博会
場内の一部舗装に採用されました。国際的なイベントのインフラにおいて本技術
が活用されたことは、廃プラスチックの有効活用と高耐久舗装の社会実装が評価
された事例であり、大きな前進ととらえています。こうした社会実装の広がりを踏
まえ、適用環境の拡大にも取り組んでおり、寒冷地向け製品の発売や海外展開を
進めています。

花王は今後も生活者やリサイクラー、道路会社、自治体、企業と連携し、グリー
ン舗装の推進に努めていきます。

廃棄PET素材を活用した​
アスファルト改質剤の展開

地域：グローバル

対応する戦略：①

 取り組み
花王では、「ごみゼロ」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組みは、前

述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。ここで
は、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

全体

① �2040年ごみゼ
ロ、2050年ご
みネガティブの
実現

再生プラスチッ
クの使用拡大

ポジティブリサ
イクルした製品
の拡売

社会とともに 
回収し社会が
使用したプラス
チック量の増大

プラスチック
使用量の削減

包装
容器

② �包装容器の4R
とライフサイク
ル全体を見据え
たうえでの設計
による廃棄物削
減・資源循環

リデュース 
イノベーション
の推進

リサイクル 
イノベーション
の推進

つめかえ・ 
つけかえ製品の
普及

紙や植物由来 
プラスチックな
どへの置き換え

拠点 ③ �拠点における廃
棄物削減の推進

廃棄物等発生量
の削減

発生した廃棄物
のリサイクルの
推進

​ ​

製品 ④ �製品廃棄物削減
の推進

返品率改善に 
向けた取り組み

外部
協働

⑤ �ステークホル
ダー啓発・外部
協働による循環
型社会への貢献

製品を通した啓発
（未来にecoペコ
ボトルなど 
つめかえ容器の
普及）

花王エコラボ
ミュージアムに
おける啓発活動

リサイクリエー
ション活動

水平リサイクル
に向けた資源循
環型モデルへの
トライアル

海洋プラスチッ
クの再資源化

行政やNGO主
催のプラスチッ
ク問題にかかわ
る外部団体への
参加
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資源循環型モデル事業の実証を推進
花王は、2021年10月より神戸市が主導する「神戸プラスチックネクスト～みんなでつ

なげよう。つめかえパックリサイクル～」プロジェクトに参加しています。このプロジェク
トでは、神戸市内の小売74店舗およびエコノバ（資源回収ステーション）に設置された
回収ボックスを通じて、市民の皆さまから洗剤やシャンプーなどの使用済みつめかえパッ
クを回収。回収したパックは、小売店舗の配送戻り便や既存の廃棄物収集業者と連携す
ることで輸送効率を高め、環境負荷を抑えながら収集されています。

収集されたつめかえパックは、リサイクラーとメーカーが連携し、生活に役立つリサイ
クル品として再生されるほか、フィルム容器として再利用する「水平リサイクル」を目指し
ています。引き続き、多様なステークホルダーと協力しながら、神戸から全国へ活動を広
げていきます。

海洋プラスチックごみの再資源化への挑戦
日本に漂着するごみの約65％（個数ベース）はプラスチックだといわれる中、花王は、

プラスチック使用量の削減だけでなく、海洋プラスチックごみの有効活用にも積極的に取
り組んでいます。花王は和歌山市と連携し、大量の漂着ごみが深刻な課題となっていた
和歌山市の友ヶ島において海洋プラスチックごみを回収し、独自技術で再利用する製品
の開発を進めてきました。そのひとつが、廃プラスチック（PET）から製造したアスファル
ト改質剤です。2023年12月には、本製品を用いた舗装工事を和歌山市駅前バスターミ
ナルで実施しました。

フィルム容器リサイクル技術の開発
つめかえパックは、本体容器と比べてプラスチック使用量を大幅に削減できる一方、何

層もの複合材料で構成されることから、リサイクルすると多種類の成分からなる不均質な
プラスチックとなってしまうため、再びフィルム容器としてリサイクルすることは一般的に
難しいとされています。花王は2021年6月より和歌山研究所にフィルム容器リサイクルの
パイロットプラントを導入し、フィルム容器のリサイクル技術の開発・検証を進めています。

環境対応アスファルト改質剤「ニュートラック」の製造プロセス

※ ボトルtoボトル水平リサイクルが難しい低品位グレード

新しい資源循環を目指す「リサイクリエーション活動」
花王では、使い終えたものに技術やさまざまな人の知恵・アイデアを加えることで新

たな価値を生み出す「リサイクリエーション」という考え方を提案し、資源循環型社会の
実現を目指して活動しています。この活動では、北見市、女川町、石巻市、鎌倉市、上勝
町、小田原市、和歌山市、酒田市といった自治体やNPOと連携し、使い終わった包装容
器を回収しています。また、ライオン株式会社、株式会社イトーヨーカ堂、ウエルシア薬
局株式会社、株式会社ハマキョウレックスなどの企業と連携した店頭回収を実施してい
るほか、花王社内においては社員からの回収を進めています。さらに2021年から「神戸
プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル※1」プロジェクト
にも参加しており、これらの取り組みを通じた2025年（1～12月）のつめかえパック総
回収量は約12トンに達しました。
※1 �神戸プラスチックネクスト ～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル：神戸市と、 小売、日用品メーカー、リサイク

ラーが協働して資源循環に取り組むプロジェクト。

包装容器リサイクルの取り組み
地域：日本

対応する戦略：①②⑤

廃PET
フィルム

廃PETボトル

低品位粉砕PET※ ニュートラック

廃PET漁網

PET粉砕処理廃PET回収 合材混合
（道路会社）

粉体化化学反応
（ケミカルアップサイクル）

リサイクリエーションの取り組み
https://www.kao.com/jp/sustainability/nature/environment/waste-disposal/recycreation/
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花王台湾では、主要ブランド100種
類以上の製品で再生プラスチックをパッ
ケージ素材に使用しています。2016年
以降、台湾における再生プラスチックの
累計使用量は1,400トンを超えました。
具体例として、「アタック（一匙靈）」では本品ボトルにPCR(Post Consumer Recycled)
材の高密度ポリエチレン(HDPE)の再生プラスチックを100%使用しています。

さらに、生活者の皆さまからの効果的な分別回収プロセスや、リサイクルしやすい包装設
計などの検討も行い、リサイクル率向上と水平リサイクルの実現を目指しています。その
成果のひとつとして、ライオン株式会社と協働で水平リサイクル材料を一部使用したつめ
かえパックを製品化し、一部店舗※2にて数量限定で発売しました。現在も一部店舗で販
売を行いながら、フィルム容器の水平リサイクルの実用・拡大に向けた取り組みを進め
ています。
※2 �イトーヨーカドー一部店舗、ウエルシア薬局一部店舗では花王とライオンの製品、イオングループの一部店舗では花王の製

品のみ。

欧米においても資源循環の推進および環境負荷低減に向けて再生プラスチックの活用
を進めています。例えば、「ビオレUVアクアリッチ」ではキャップ部分に再生プラスチッ
クを新たに採用しているほか、「Jergens」の乳幼児向けシリーズにおいても包装容器へ
の再生プラスチックの活用を始めました。今後も各地域での規制や市場ニーズに対応し
ながら、再生プラスチックの活用拡大を推進していきます。

廃棄物発生量の削減
花王では、液体製品を多く取り扱う特性上、製品切り替え時に行うタンク洗浄で発生

する濃厚排水の処理に伴い、汚泥が発生してしまいます。花王は汚泥の削減に向けて、
国内外の拠点でさまざまな取り組みを進めています。

花王インダストリアル（タイランド）では、排水中のCOD濃度に応じて、個別の処理設
備で排水を処理する仕組みを導入し、排水処理場で発生する汚泥の量を大幅に抑制して
います。また、ファティケミカル（マレーシア）では、汚泥の脱水設備を導入することで、
廃棄物量の削減を実現しました。さらに、小売業者における廃棄物発生量の削減にも取
り組んでいます。小売業者の理解・協力のもと、製品を配送する際に使用する箱の利用
量を削減し、サプライチェーン全体で廃棄物削減に努めています。

なお、2025年度は廃棄物等発生量のうち有害廃棄物量は28千トンであり、バーゼル
法に定める国際輸送された有害廃棄物はありませんでした。

廃棄物のリサイクル強化
花王では、おむつや生理用品の製造過程で生じる廃棄物を、プラスチックパレットに再

生する取り組みを進めています。花王のマトリックス運営組織の強みを活かし、研究所を
はじめとする関連部門の協力体制によって実現した取り組みで、花王の工場内で2016

拠点における取り組み
地域：グローバル

対応する戦略：③

花王Grの再生プラスチック活用の取り組み
地域：グローバル

対応する戦略：①②

・花王（台灣）力行源頭減塑 達成再生塑料使用25％目標！
https://www.kao.com/tw/news/2025/20250813-001/

・一匙靈制菌/亮彩/淨柔
https://web.kao.com/tw/attack/basic/
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務め、日本企業の海洋プラスチックごみ問題の解決に向けた活動をリードしています。

「循環経済パートナーシップ（J4CE）」への参加
花王は、循環経済への流れが世界的に加速化する中、国内の企業を含めた幅広い関

係者の循環経済へのさらなる理解醸成と取り組みの促進を目指して、官民連携を強化す
ることを目的に環境省・経済産業省・経団連により設立された「循環経済パートナーシッ
プ」に参加しています。注目事例集（2024）には、「つめかえパックの回収と水平リサイク
ル」が選定、2024年3月に取得した「製造・販売事業者等による自主回収認定」につい
て掲載され、2025年2月に実施された発表式にて取り組み紹介をしました。また、2025
年7月に開催された深掘りワークショップでは、花王は日用品事業者の一社として登壇
し、事業者間の連携強化を推進しました。

「サーキュラーパートナーズ（CPs）」への参加
花王は、経済産業省が設立した、サーキュラーエコノミーの実現に向けて野心的・先

駆的に取り組む産官学が連携し、施策について検討するパートナーシップ「サーキュラー
パートナーズ」に参画しています。有識者による施策議論や、ビジョン・ロードマップの
検討などに参加するほか、連携強化の一環として、廃プラスチックを活用したアスファル
ト改質剤のナレッジを共有しています。

容器回収活動
花王は、自然に排出されてしまった包装容器などの回収活動を外部団体と連携して

推進しています。2020 年 10月には、和歌山市と連携協定を締結し、友ヶ島・片男波・
浜の宮海水浴場で海洋プラスチックごみの調査・回収を実施しました。回収したプラス
チックは、海辺施設で使用する机や椅子、道路用高強度材への再利用を目指して研究を
進めています。また、花王は独自に海洋ごみや河川ごみ、市中ごみの回収活動も行って
います。

お客さまと“いっしょにeco”
花王は、より多くの生活者の皆さまが環境に配慮した消費行動を選択できるよう、地

球環境と花王のエコ技術の情報を発信する「花王エコラボミュージアム」や、環境配慮型
製品・サービスの展示会を通じて、プラスチック使用量を大幅に削減できるつめかえ・
つけかえ製品の普及啓発活動を行っています。

パートナーと“いっしょにeco”
包装容器の開発や市場投入においては、材料メーカー、リサイクル樹脂メーカー、包

装容器メーカーとの協働が欠かせないものであるという認識のもと、広範な共同開発を
推進しています。

社会と“いっしょにeco”
花王は、世界規模での海洋プラスチックごみ問題の解決を目指す「クリーン・オーシャ

ン・マテリアル・アライアンス」に参加しています。花王株式会社の特別顧問が会長を

つめかえパックの回収と水平リサイクル
https://j4ce.env.go.jp/casestudy/226/

年より実施されています。

プラスチック使用製品廃棄物の削減
花王では廃プラスチック類の排出削減に取り組んでいます。日本の花王グループ関係

会社で2025年に廃プラスチック類の排出量（自社処理含む、有価物除く）が250トン
以上だったのは花王株式会社だけで、排出量は4,660トンとなり、目標値である2024
年（5,208トン）以下を達成しました。国内の花王グループ合計も5,223トンで、2024年

（5,706トン）以下となりました。

“いっしょにeco”を基盤とした​
ステークホルダーとの協働

地域：グローバル

対応する戦略：①②⑤
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花王、欧州化学工業連盟より「European Responsible Care® Awards 2025」で「特別表彰」を受賞
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2025/20251210-005/

プラスチック使用製品設計指針に基づく認定の取得

2026年2月、「プラスチックに係る資源循環の
促進等に関する法律」（プラ新法）に基づく「プラ
スチック使用製品設計指針」に即した認定制度に
おいて、衣料用洗たく用洗剤「アタック ZERO」
と「エマール」、ハンドソープ「ビオレu 泡ハンド
ソープ」の3 製品 11 品目が認定を受けました。
経済産業省などによる本認定制度において、製品
が認定される初回の事例となります。

花王、プラ新法に基づく「プラスチック使用製品設計指針」に即した設計認定制度で「アタック ZERO」など3製品が 
初回認定を取得
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2026/20260212-002/

廃棄物セミナーなどでの事例紹介
日本では、廃棄物処理委託者が処理業者に物理的・化学的情報を十分に伝達してい

ないために、処理業者側で事故が多発していると報告されています。そこで花王は、処理
業者とのコミュニケーションを通じて得た改善事例をさまざまな廃棄物セミナーで紹介
し、花王自身の改善点を把握するとともに社会全体の意識向上を図っています。これら
の活動の結果、2025年も花王が処理委託した廃棄物に伴う事故は発生しませんでした。

大阪・関西万博パネルディスカッショ
ンへの登壇

2025年9月、大阪・関西万博の会場で
開催されたパネルディスカッション「買い
方が未来を変える -花王×メルカリ×ユニ・
チャームが語る循環型消費の未来-」に、花
王は他社と共に登壇しました。本セッショ
ンは一般来場者も参加可能な公開形式で実施され、環境配慮製品やリユース品を切り口
に、循環型消費社会の実現に向けた課題や、生活者との共創による取り組みのあり方に
ついて議論が行われました。花王からは、つめかえパックの水平リサイクルの取り組みを
はじめ、資源循環を見据えた活動について紹介しました。

「European Responsible Care® Awards 2025」で特別表彰を受賞

欧州化学工業連盟（Cefic）が主催する「European Responsible Care®  Awards 
2025」（ヨーロピアンレスポンシブルケアアワード）において、「特別表彰」を受賞しまし
た。本賞は、化学産業におけるレスポンシブル・ケア（安全・環境・責任ある化学物質管理）
の推進に関する取り組みを表彰するもので、花王が進めるプラスチック使用量削減や資
源循環型社会の実現に向けた先導的なイノベーションが評価されました。
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使用済み紙おむつの​
リサイクルに挑戦

私は花王に入社して以来、一貫して衛生用品向け素材や生理用品の開発に携
わってきました。現在は、使用済み紙おむつのリサイクルシステムの開発をリード
しています。 

日本において、排泄物を吸収している使用済み紙おむつは、これまで焼却処理
が中心でした。廃棄量の増加とともに、自治体や排出事業者の負担となり、大き
な社会課題となっています。私たちはそれらを「再び活用できる資源」としてとら
え直し、資源化技術と運用モデルの両面から解決に挑戦しています。

現在は、地域で発生した紙おむつごみを地域内で再資源化し、得られたリサイ
クル材をそのまま地域で活用する、地産地消型の資源循環モデルの確立を目指し
ています。素材から製品、使用後まで一貫して向き合えることは花王の強みであ
り、この取り組みを後押ししています。

花王には、「果敢に挑む」という企業風土があります。これは私自身の原動力で
もあり、これからも大切にしていきたい価値観です。社会課題の解決は、一人の
力だけでは成し遂げられません。志をともにする仲間と協力しながら、より良い暮
らしにつながる仕組みを形にしていきたいと考えています。

花王が提案するリサイクルシステムが地域に根づき、子どもから高齢者まで誰
もが安心して暮らせる社会づくりに貢献できるよう、これからも挑戦を続けていき
ます。

長島 啓介
サニタリー研究所3室
上席主任研究員

社員の声
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本画像を御支給願います

社外ステークホルダーからの期待と提言

花王社は2040 年までにプラスチック容器使用量とプラスチック再資源化に関与した
量が等しくなる「ごみゼロ」、2050 年までにプラスチック包装容器の使用量を再資源化
量が上回る「ごみネガティブ」の実現を目指している。2025 年度はこの高い目標に向け
て着実に実績を上げ、その実績が社会的に評価を受けた年である。

活動のポイント
1. European Responsible Care® Award 2025 特別表彰受賞
2. 令和 6 年度消費者志向経営優良事例表彰内閣府特命担当大臣表彰受賞
3. �プラスチック資源循環促進法に基づく環境配慮設計に関する取組事例集（環境省）

掲載
4. 第 3回総合知活用事例（内閣府）掲載
5. 業界を超えた連携とケミカルリサイクルによる非食品用途 PETのリサイクル
6. RecyCreationほかのつめかえパウチ回収水平リサイクル活動の深化
7. 廃 PET活用高耐久アスファルト改質剤「ニュートラック 5000」シリーズの展開

つめかえ容器というこれまでなかった仕組みを創出し社会に定着させることで大幅な
プラスチック使用量を削減しただけでなく、さらなる削減を目指して本体ボトルの軽量
化、つめかえ容器の回収・水平リサイクルに挑戦し、実現していること、廃 PETを素材
として、アスファルト舗装の寿命を5 倍にも延ばす添加剤を開発し市場に提供している
ことなどは素晴らしい貢献であり、内外で高く評価されている。

European Responsible Care® Award 2025 特別表彰を受賞したことは、花王社

が開発し、日本国内では定着した詰め替え容器システムがヨーロッパでも評価されたこ
とを意味している点で重要である。

PET容器は、飲料用ボトルとしては水平リサイクルが実現しているが、化粧品容器は、
量が少ないこと、種類が多いこと、衛生上の懸念などがありこのシステムで取り扱うこと
は難しい。この課題に業界を超えて工業用フィルム、化粧品ボトル、自動販売機用商品
サンプルなどをケミカルリサイクルするシステムを構築したのは大きな貢献である。

詰め替えパウチの回収リサイクルでは、一部店舗にて水平リサイクル製品の供給が実
現しており、神戸プラスチックネクストでの活動では水平リサイクル品のサンプルを作成
し、複数社が水平リサイクル製品の可能性を検討する段階に至っている。課題は回収量
の拡大とそのためのコストの削減である。

アスファルト改質剤は国内50 万 m2 の採用実績に加えて、欧州、米国、タイ、台湾に
も取り組みが広がっている。廃 PETのリサイクルという側面だけでなく、高寿命化によ
るライフサイクルコスト削減、アスファルト由来の粉塵発生削減 (約 85%削減 )、道路に
描かれたマークの視認性向上による安全性向上など多くのメリットがあり、さらなる普
及が望まれる。

石川 雅紀 氏
叡啓大学副学長・ソーシャルシステムデザイン学部長・ 
特任教授

ごみゼロ実現に向けた挑戦と​
今後への期待

昨年のご意見を受けて
昨年度は、つめかえパウチの水平リサイクルをはじめ、共創と競争の境界設計や

多様な回収モデルへの挑戦など、花王の活動を一段高い次元へ進めるための多角的
な示唆を頂戴しました。特に、つめかえパウチの協働回収から製品化に至るプロセ
スを循環経済への画期的な成果と評価いただいたことは、私たちの大きな励みとな
りました。また、資源循環の生産性向上に向け、他業界の使用済み包装または製品
との同時処理によって範囲の経済を拡大するというご提案は実効性を高めるうえで
重要な視点と認識しています。こうした考えに沿った一歩として、使用済み飲料用ボ
トルに加えて、非食品用途として使用された工業用フィルムおよび化粧品ボトル、自
動販売機用商品サンプルをケミカルリサイクルしその原料を化粧品ボトルの一部に
採用するという業界横断の取り組みを進めました。引き続き、回収・再資源化の高
度化と水平リサイクル拡大に向けて、着実に取り組んでいきます。
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